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青山学院大学は2012年4月より人文・社会科学系学
部生が1年生から4年間青山キャンパスで学ぶ，就学
キャンパスの再配置を行う。青山という立地を最大限
に生かしたこの展開に注目が集まっている。同大学は
2003年に文理融合型の相模原キャンパスを開学し，同
時に独自の全学共通教育システム「青山スタンダード」
を導入，2008年には新設学部（総合文化政策学部と社
会情報学部）を設置，2009年には文学部を改組し，教育
人間科学部を設置するなど（図表1），近年になって急
速に改革が加速している。この改革の背景や狙いにつ
いて，伊藤定良学長に話をうかがった。

就学キャンパス再配置への経緯

学内で就学キャンパス再配置の話が動き出したの
は，2006年11月に法人から提示された21世紀の青山
学院のあるべき姿，進むべき姿を明らかにするために
策定した「アカデミック・グランドデザイン」のなかで，
人文・社会科学系学部を2年次から青山キャンパスに
移す方針が掲げられたことだった。

伊藤学長は2007年12月に学長に就任すると同時に，
この法人の方針と大学前執行部による教育研究の充実
という方向性を引き継ぎ，検討を始めた。執行部を立
ち上げ，大学を「創造の場，学びの場，出会いの場」を総

合する知の共同体として発展させるべく，当初はその
実現のために教育研究機能の質の向上にとりかかっ
た。具体的には，1年生が相模原，2年から4年生が青山
という，「1・3制」にむけてカリキュラム改訂，ハード面
の対応などのシミュレーションや議論を始めた。しか
し，新執行部で法人側と就学キャンパスの課題，教育の
質向上の問題などについて話し合いを重ねた結果，「や
はり4年間一貫教育が望ましい」という結論になった。

して活躍しているという。「4年間一貫教育が実現す
れば，あの時のキャンパスの学年や分野を超えた交流
をもう一度取り戻し，大学教育の良さを全面展開でき
るのでは」と当時の姿が頭をよぎり，2012年のキャン
パス再配置を決断したという。学長は「私たち自身は
必ず認識の盲点をもたざるをえない。学生たちは学生
同士や地域から学び，自分にない発想に気づかされる
ことにより，いろんなことに共感でき，人間的に成長で
きる。こうした学び・出会いの場としての大学を充実
させたい」と意気込む。

現実的な問題としても，1・2年生と3・4年生でキャン
パスが分かれていると，どうしても教育内容の重複が
生じていた。4年間一貫教育であれば，こうした重な
りをカリキュラムの多様化・合理化・柔軟化に振り向け
ることができることにも魅力を感じた。

他の教員たちも学長と同じように，課外活動におけ
る学生交流，学部間交流の活性化や大学院教育との接
続を視野に入れた一貫教育の可能性にも期待する面が
大きかったのではないかという。だからこそ，インフ
ラ整備への不安を感じながらも「是非やるべきだ」とい
う声は人文・社会科学系学部の先生の間で大きかった。

②志願者拡大も視野に

こうした教育上の問題意識が大きかったが，当然の

そして，青山キャンパスに新しい教育研究
棟を建設して，教室を確保し，教育の質を保
証できることが明らかになった段階で，4
年間一貫教育の実施を全学部教授会の審議
にかけた。

全学部教授会での審議では，相模原キャ
ンパスが2003年に開学して間もないこと
でもあり，当然様々な意見があり，慎重に考
えるべきだという議論も出た。しかし，全
体としては，新設学部構想を含めた相模原
キャンパスの再開発を確認するなかで，21
世紀にふさわしい知の共同体を構築するた
めには，4年間一貫教育体制をとる必要が
あるとの認識が強まった。こうした議論を
重ねて，全学の合意をとり，人文・社会科学
系学部の1・2年生の約7000名が青山キャンパスで学ぶ
ことになった（図表2）。

改革の原動力

①教育上の問題意識

こうした就学キャンパス再配置という大改革がなぜ
決断されたのか。最も大きな原動力は，4年間一貫教
育で教育の質の高度化を図りたいという教員の思いで
あったようだ。

学長自身も4年間一貫教育に強いこだわりをもって
いる。学長が同大学に着任したのは1978年。厚木キャ
ンパス開校の4年前で，4年間，青山キャンパスで1年
生から大学院生までの教育に携わっていた。入学した
ばかりの1年生が好奇心に充ち溢れて研究室にやって
きて，先輩たちからいろいろ学ぶ。教員もそうしたや
り取りのなかに自由に出入りし，「それに興味があるな
ら，この本が面白いよ」と対話する。そして3，4年生が
卒論の悩みを抱えるようになると，大学院生に相談す
るなど，学年を超えて，また同じ研究室内でも分野を超
えて相互交流があった。学びの場は講義だけでなく，
学生たちは先輩から学び，知的にも精神的にも成長す
るし，そうした環境で育った学生は現在もいい仕事を
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図表１　年表
年 学部関係 キャンパス関係

1949
新制大学として「青山学院
大学」を開学（文学部，商学
部，工学部［翌年関東学院
大学に合同］）

青山キャンパス

1953 商学部を経済学部に改組

1959 法学部を設置

1965 理工学部を設置
廻沢キャンパス（19�1年�19�1年�年�
田谷キャンパスに改称）を
開学

1966 経営学部を設置

1982 国際政治経済学部を設置 厚木キャンパスを開学し，
一般教養課程を教育

2003
厚木キャンパス，�田谷キ
ャンパスを閉じ，相模原キ
ャンパス開学

2008 総合文化政策学部，社会情
報学部を設置

2009 教育人間科学部を設置

2012 就学キャンパスの再配置

図表２　就学キャンパスの再配置
これまで 再配置後（2012 年度～）

青山キャンパス
約 14,500 名

人文・社会科学系　１－４年生

（文，教育人間科，経済，法，経営，
国際政治経済，総合文化政策の
7学部）

相模原キャンパス
約 3,500 名

理工　　　１－４年生
社会情報　１－４年生
新学部　設置構想

青山キャンパス
約 7,500 名

人文・社会科学系　３・４年生

相模原キャンパス
約 10,500 名

人文・社会科学系　１・２年生

理工　　　１－４年生
社会情報　１－４年生

4年間一貫教育の
充実化を目指した
キャンパスの再配置

青山学院大学
事例
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ことながら，優秀な学生を迎え
たいという学生募集上の課題も
あった。厚木キャンパスに移る
前の志願者数は5－6万人であ
り，移転後しばらくは高い志願
者を維持していたものの厚木
キャンパスへのアクセスの悪さ
等もあって志願者が減り，一時
は3万人台にまで落ち込んだ（図表3）。相模原キャン
パスの開設により，やっと4万人台に復活したものの，
厚木キャンパスに移転して以来の「神奈川県や東京多
摩地域からの学生の比重が増加し，それ以前は多かっ
た千葉県や埼玉県からの学生の激減」という傾向に変
わりはなかった。人文・社会科学系学部の学生が青山
キャンパスで学ぶようになれば，結果として，こうした
地区からの学生を確保できると同時に，これまで手薄
であった北関東（茨城，栃木，群馬）へも拡大が図れる。
受験者数が増えればいい意味で選抜ができて，質の高
い学生が集まることが予想される。

就学キャンパス再配置の計画は2008年11月にプレ
スリリースしたが，2009年には早くも効果が表れ，志
願者数も久しぶりに5万人を超えた。また大学だけで
なく，中等部・高等部の志願者も増えるなど，学院全体
で早くも効果を実感しているという。

教育上の問題意識や学生募集の危機感がきっかけに
なったというのはよく理解できるが，なぜ今になって
動き出したのか，たずねてみた。学長自身の正直な実
感として「2006年11月に法人より提示されたアカデ
ミック・グランドデザインが直接的な推進になったの
は確かですが，相模原キャンパスの開校により，青山
キャンパスからのアクセスが良くなり，やっと大学全
体を見渡す余裕が学内に出てきて，専門職大学院の設
置，第二部（夜間部）の募集停止と新設学部の設置，就学
キャンパスの再配置という最近の改革につながったの
ではないか」とのことであった。

③法人と大学とが連携した改革

教育面，学生募集面での問題意識が改革の原動力と
して重要であったが，こうした問題意識を就学キャン

パス再配置という形で実現し，これを推し進める上で，
外からは見えにくいが重要な役割を果たしたのが，法
人と大学とが連携して推進している学内改革である。

就学キャンパス再配置が掲げられた学院の「アカデ
ミック・グランドデザイン」は学院全体の長期計画とい
う位置づけのものだが，2008年5月の「理事長声明」に
手直しされ，中期計画，短期計画（事業計画）にブレイク
ダウンされており，これを毎年見直し，チェックすると
いうシステマティックな改革の流れが作られている。
学院全体で課題を共有し，毎年，現状と課題を明確にす
るための工夫だ。この長期計画は大学をはじめとする
各単位でまず議論し，意見集約をした上で課題として
学院に提示したものをベースに策定されており，現実
に即した内容になっている。伊藤学長は学長就任後に

「基本方針」をまとめたが，この内容は理事長声明の中
で大学の課題として位置づけられ，法人はそれをサ
ポートする。

理事長声明では，学院全体で174の課題が掲げられ，
大学はそのなかで126の課題を担う。今年度，大学が
取り組むのは37項目であるが，状況を見て手直しをし
ながら進めている。この進捗状況については，課題実
行・評価委員会が点検の責任を負っている。

この理事長声明を実行する際に，教職員から率直な
意見，提案，問題点や現状をきくために，理事長をはじ
め法人執行部との懇談会を，教員23回，職員21回に分
けて実施したという。学内の1260余人の全教職員が，
最低1回は面談した。懇談会に欠席しても欠席した人
だけを集めてもう1度懇談会を開き，理事長と直接に
話す機会を設けたという徹底ぶりである。これほど規
模の大きな学校法人で，このやり方をしているのはき
わめて珍しく，改革に対する理事長の強い意欲が感じ
られるが，全学の課題を吸い上げ，改革していくサイク
ルを作る上で，重要な役割を果たしている。

相模原キャンパスの強化と再開発

こうして実現に向けて動き出した就学キャンパスの
再配置によって，青山キャンパスは学術文化創造の都
市型キャンパスとして，世界に文化を発信する形で発

展させていく計画だ。青山近辺には，国会図書館，劇場，
博物館やアトリエなどの文化的資源が充実しているし，
こうした生きた教材を日常的に活かしていくことが可
能になる。136年の歴史をもつ同法人自体も貴重な資
料をたくさん保有しており，こうした文化財を公開する
場を作りたいと学長も強い思いをもっている。4年間一
貫教育により，学部教育と大学院教育の連動のあり方に
ついても可能性は広がると意気込む。

現在の課題は，相模原キャンパスの再開発をどのよ
うに進めるのか，という点だ。相模原キャンパスの特
性を生かした新設学部が必要だと考え，新設学部検討
委員会で議論しているという。

7000名もの学生が一気に青山キャンパスに移動する
ので，全学的に，教養教育（青山スタンダード）の再配置，
遠隔授業の導入や時間割の見直し，科目の整理などの調
整作業を行っており，また，事務組織の配置，教室確保の
ために2012年1月完成予定の大学A棟を建設中など，
ソフト・ハード両面からの対応に全学をあげて取り組ん
でいる。

相模原キャンパスの充実・強化にグローバル化は不可

欠であり，相模原の新設学
部は，グローバル化を意識
した学部になるという。今
年度中に方向性を固める
予定だ。同大学では法人
と大学共同の「グローバル
化推進プロジェクトチー
ム」を発足させて月に1回
の議論を重ねている。学
院の総力をあげてこの問
題に戦略的に取り組んで
いる。協定校をどう増や
すか，海外のサテライトオ
フィスをどうするか，日本
語教育をどうするかなど，
7つのチームに分かれて意
見交換しており，このなか
で，相模原キャンパスは留
学生が落ち着いて勉強す

るのに最適な環境であり，新設学部の中に留学生を意識
した内容を入れたいと議論しているという。留学生を
迎える努力を各学部だけに任せるのではなく，最近は大
学全体で協定校を増やす努力も行っている。現在，サテ
ライトオフィスを台湾に，リエゾンオフィスをソウル，
上海，バンコク，モンゴルに置いてアジアとの連携を強
めており，学長自身昨年はオックスフォード，デュッセ
ルドルフ，ハノイ，台北に行って国際化を推進している。
こうした取り組みの中で「海外の大学から学ぶことが多
く，直接のつながりを作っていかないとグローバル化に
対応できない」と学長は述べる。英語による授業，日本
の文化を日本語で理解させる授業など，様々な可能性が
検討されている。この流れの中で，相模原キャンパスと
青山キャンパスは，それぞれグローバル化に対応した人
材育成の場としてさらに発展させていきたいという。

今回の就学キャンパス再配置をきっかけとして，教育
研究の高度化にどのようにつなげていくのか，今後さら
に大きな発展が期待される。

■
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図表 1　学部学科の増設
1963年 1968年 1988年 1999年 2003年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

改組

改組

（現在）

改組

短期大学開設

恵庭キャンパスに移転

北海道文教大学開設

人間科学部
健康栄養学科

外国語学部 140
英米語コミュニケーション学科 50
中国語コミュニケーション学科 40
日本語コミュニケーション学科 50

理学療法学科
作業療法学科 40

80

80名

100名

80
150
350名

名

看護学科
こども発達学科
（設置申請中）

国際言語学科

短期大学部

（2005年に名称変更）

食物栄養学科

幼児保育学科

青山学院大学
伊藤定良　学長

（注） AGU NEWSより筆者作成。2005 年度から 3学部を皮切りにセンター試験利用入試を開始したため，2004 年度まで
は一般入試の総志願者数，2005 年度以降は一般入試とセンター試験利用入試の総志願者数を示した。

図表 3　志願者数の推移
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